
令和６年６月２４日 

文化審議会の答申（史跡名勝天然記念物の指定等）

文化審議会（会長 島谷
しまたに

 弘幸
ひろゆき

）は、令和６年６月２４日（月）に開催された同審

議会文化財分科会の審議・議決を経て、特別史跡の新指定１件、史跡名勝天然記念物

の新指定１２件・追加指定等３７件、登録記念物の新登録３件及び重要文化的景観の

新選定１件について、文部科学大臣に答申しました。今回答申された史跡等の指定等

の詳細は、別紙のとおりです。 

この結果、官報告示を経て、史跡名勝天然記念物は３，３７６件、登録記念物は 

１３５件、文化的景観は７３件となる予定です。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課 

課 長 田中 禎彦 

 課 長 補 佐 田中 佳幹 

 主任文化財調査官（史跡部門） 渋谷 啓一 （内線9767） 

 主任文化財調査官（名勝部門） 平澤  毅 （内線9776） 

 主任文化財調査官（天然記念物部門）  江戸 謙顕 （内線9778） 

主任文化財調査官（埋蔵文化財部門） 近江 俊秀 （内線9766） 

主任文化財調査官（文化的景観部門） 市原 富士夫（内線9770） 

 審 議 会 係 長 今村 結記 (内線9757) 

電話：０７５－４５１－４１１１（代表） 





 

別 紙 

史跡名勝天然記念物 （令和６年６月２４日現在） 

種 別 現在指定件数 

今回答申件数 
合計（現在指定件数と

答申件数との合計） 
新指定 解除 

統合に

よる減 

史  跡 

(うち特別史跡) 

１，８９５ 

（６３） 

１０ 

（１） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１，９０５ 

（６４） 

名  勝 

(うち特別名勝) 

４２９ 

（３６） 

２ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

４３１ 

（３６） 

天然記念物 

(うち特別天然記念物) 

１，０４０ 

（７５） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１，０４０ 

（７５） 

合  計 

（うち特別史跡名勝天然記念物） 

３，３６４ 

（１７４） 

１２ 

（１） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

３，３７６ 

（１７５） 

（備考） 

 件数は、同一の物件につき、二つの種別に重複して指定が行われている場合（例えば、名

勝及び天然記念物など）、それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

なお、重複指定物件を１件として数えた場合、 

現在指定件数は、  ３，２５１件 

答申後合計件数は、 ３，２６３件 です。 
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登録記念物 （令和６年６月２４日現在） 

種 別 現在登録件数 
今回答申件数 合計（現在登録件数と 

答申件数との合計） 
新登録 抹 消 

遺跡関係 １２ １ ０ １３ 

名勝地関係 １１３ ２ ０ １１５ 

動物、植物及び 

地質鉱物関係 
７ ０ ０ ７ 

合 計 １３２ ３ ０ １３５ 

 （備考） 

 件数は、同一の物件につき、二つの種別に重複して登録が行われている場合（例えば、遺

跡関係及び名勝地関係など）、それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

なお、重複登録物件を１件として数えた場合、 

現在登録件数は、    １３１件 

答申後合計件数は、   １３４件 です。 

重要文化的景観 （令和６年６月２４日現在） 

種 別 現在選定件数 
今回答申件数 合計（現在選定件数と 

答申件数との合計） 
新選定 解  除 

重要文化的景観 ７２ １ ０ ７３ 
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「新指定・新登録・新選定」答申物件 

《特別史跡の新指定》 

【特別史跡】 １件 

「日本列島における後期旧石器時代から縄文時代への移行を連続的に示す洞窟
どうくつ

遺跡」 

１ 福
ふ く

井
い

洞
ど う

窟
く つ

【長崎県佐
さ

世
せ

保
ぼ

市
し

】 

日本列島の西端の長崎県佐世保市に所在する

砂岩洞窟
どうくつ

。後期旧石器時代から縄文時代草創期

にかけての石器群の変遷と土器の出現過程が初

めて明らかにされた遺跡であるとともに、環境

変動と連動した遺跡の形成過程が明らかにされ

た遺跡として極めて重要。 

《史跡名勝天然記念物の新指定》 

【史跡】 １０件 

「東北北部の山地に位置する、保存状態がきわめて良好な平安時代後半の高地性集落」 

１ 黒山
くろやま

の昔
むかし

穴
あな

遺跡
い せ き

【岩手県九戸郡
くのへぐん

九戸村
くのへむら

】 

東北北部の標高約４３０ｍの山地に位置する、

保存状態がきわめて良好な平安時代後半の高地

性集落。竪穴建物跡等が窪みとして残り、その

数は６５基に及ぶ。平安時代後期における山地

の集落の在り方、成立事情や目的を知る上で重

要。 
提供：九戸村 

提供：佐世保市 
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「国人領主西方
にしかた

氏の城館跡。中世から近世の城館の形態と変遷や築城技術を知る上で重要」 

２ 西方
にしかた

城 跡
じょうあと

【栃木県栃木市
と ち ぎ し

】 

宇都宮氏家中の国人領主である西方
にしかた

氏が築い

た中世後半から近世初頭の山城。城主の交代や

北関東の政治的緊張と連動して山城の規模や構

造も大きく変遷し、当該期の城館の形態と変遷

や築城技術を知る上で重要。 

「聖武天皇が全国に建立させた国分
こくぶん

尼寺
に じ

の一つ。金堂
こんどう

跡、回廊
かいろう

跡、尼坊
に ぼ う

跡などを検出」 

３ 上野国分尼寺跡
こ う ず け こ く ぶ ん に じ あ と

【群馬県高崎市
たかさきし

】 

聖武天皇が全国に建立させた国分
こくぶん

尼寺
に じ

の一つ。

史跡上野国分寺跡の３００ｍ東方に位置する。

伽藍
が ら ん

の範囲は１６２ｍ四方で、礎石建の金堂
こんどう

跡、

回廊
かいろう

跡、尼坊
に ぼ う

跡などを検出。創建は８世紀中葉

ころで、１１世紀代までには廃絶に至る。律令

国家の仏教政策を理解する上で重要。 

「縄文時代中期後葉から後期前葉に営まれた関東最大級の環状集落跡」 

４ デーノタメ遺跡
い せ き

【埼玉県北本市
きたもとし

】 

縄文時代中期後葉から後期前葉に営まれた大

規模な環状集落跡。台地の下には水場
み ず ば

遺構
い こ う

を伴

い、当時の植物資源の利用実態と生活の変遷を

示している。東日本における縄文時代中期から

後期に至る社会の変革と集落の様相を知る上で

重要。 

撮影：白鳥昇一 

提供：高崎市 

提供：北本市 
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「岐阜県の南端中央に所在する、墳長１２０メートルを測る岐阜県下第二位の前方後円墳」 

５ 坊
ぼう

の塚
つか

古墳
こ ふ ん

【岐阜県各務原
かかみがはら

市】 

岐阜県の南端中央に所在する、古墳時代前期末頃

に築造された墳長１２０メートルの前方後円墳。副

葬品として鉄製品、滑石製
かっせきせい

品
ひん

が知られ、墳丘から

は 円筒
えんとう

埴輪
は に わ

や 底部
て い ぶ

穿孔
せんこう

壺形
つぼがた

土器
ど き

、 小型 土器、

食物形
しょくもつがた

土製品などが出土している岐阜県下第二位

の前方後円墳であり、古墳時代の政治と社会を知 

る上で重要。 

「山麓から山上に移った室町幕府奉公衆の東
とう

氏の館と撤退後に造られた山城」 

６ 東
とう

氏館
しやかた

跡
あと

及び篠
しの

脇
わき

城 跡
じょうあと

【岐阜県郡上市
ぐじょうし

】 

 室町幕府奉公衆で和歌等に秀でた東
とう

氏が１５

世紀前葉頃に構えた館と、戦乱の中で山上に居

館を移し、東
とう

氏撤退後に城郭化を進めた山城。

１６世紀半ば、発達した畝 状
うねじょう

空堀群
からぼりぐん

等の遺構を

築き、北美濃
き た み の

地方と越前との要衝に位置する城

郭となった。居館の山上への移転や城郭化の進

展が判明する。名勝東
とう

氏館
しやかた

跡
あと

庭園
ていえん

の指定範囲を

含む。 

「３世紀中頃に水陸交通の要衝に築造された東日本最古級の大規模前方後方墳」 

７ 高
た か

尾
お

山
さ ん

古
こ

墳
ふ ん

【静岡県沼
ぬ ま

津
づ

市
し

】

 ３世紀中頃に水陸交通の要衝に築造された東

日本最古級の大規模前方後方墳であり、豊富な

副葬品や外来系土器は広域に及ぶ他地域との交

流を示している。古墳文化の東日本への広がり

やヤマト政権成立期における政治的、社会的情

勢を知る上で重要。 

提供：各務原市 

提供：郡上市 

提供：沼津市 
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「「乙訓惣
おとくにそう

国
こく

」の一員であった物集女
も ず め

氏の城跡。京都近郊に現存する数少ない中世城館」 

８ 物集女城跡
も ず め じ ょ う あ と

【京都府向日市
む こ う し

】 

桂川右岸に位置する乙訓郡
おとくにぐん

、葛野
か ど の

郡
ぐん

一帯の

西 岡
にしのおか

と呼ばれる地域に勢力のあった、「乙訓惣

国」の一人として活躍した物集女
も ず め

氏の城跡。東

西約７０ｍ、南北約７５ｍの方形の居館で、堀

や土塁が残る。京都近郊に残る中世城館は現存

するものは数少なく、畿内近国の中世の政治経

済状況を知る上で重要。 

「西南四国に位置し、西日本太平洋側に稀有な縄文時代後期を中心とする貝塚遺跡」 

９ 平 城
ひらじょう

貝塚
かいづか

【愛媛県南
みなみ

宇
う

和
わ

郡
ぐ ん

愛
あ い

南
な ん

町
ちょう

】 

 西南四国に位置する縄文時代後期を中心とす

る貝塚遺跡。明治時代に発見され、縄文時代後

期「平城式
ひらじょうしき

」土器の標式遺跡であり、南北１７

０ｍ、東西８８ｍの範囲に複数の地点貝塚や

貯蔵
ちょぞう

穴
けつ

、埋葬人骨を伴う土坑
ど こ う

墓
ぼ

等が検出されて

いる。当時の生業や墓制を考える上で重要。 

「国東
くにさき

半島
はんとう

にある天台宗寺院や岩屋の総称。古代から中世の信仰のあり方を知る上で重要」 

１０ 六郷山
ろくごうさん

【大分県国東市
くにさきし

・豊後高田市
ぶ ん ご た か だ し

】 

 平安時代以降に整備された、国東半島にある

天台宗寺院や岩屋の総称。縦に上っていく参道

を持ち両脇に堂宇
ど う う

を配置する山の寺の代表であ

る岩戸寺
い わ と じ

と長安寺
ちょうあんじ

、谷に位置する寺の代表であ

る天
てん

念寺
ね ん じ

と夷
えびす

岩屋
い わ や

の各境内を指定する。古代か

ら中世の信仰のあり方を理解する上で重要。 

提供：向日市 

提供：愛南町 

提供：豊後高田市 
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【名勝】 ２件 

「昭和１０年代に、京都帝国大学教授鳥潟
とりかた

隆 三
りゅうぞう

が実家の増改築とともに整備した池
ち

泉
せん

庭園」 

１ 鳥
と り

潟
が た

会
か い

館
か ん

庭
て い

園
え ん

【秋田県大館市
おおだてし

】 

昭和１０年代に、京都帝国大学医学部教授

鳥潟
とりかた

隆 三
りゅうぞう

が実家の増改築とともに整備した池
ち

泉
せん

庭園。隆三自らの指示に基づき、京都の庭師が

中心となって施工した。中島のある園池
え ん ち

、芝生

広場などが設けられ、園路を巡りながらさまざ

まな景観を楽しむことができる。 

「金沢城下の大野庄
おおのしょう

用水
ようすい

を取り込んで大正時代に造営された住宅庭園」 

２ 西氏庭園【石川県金
か な

沢
ざ わ

市
し

】 

大正時代に造営された住宅庭園で、金沢城下

の大野庄
おおのしょう

用水
ようすい

を取り込んで園池
え ん ち

を成し、奥に

築山
つきやま

を配して、矩形
く け い

に配置された主屋と離れか

らの観賞とともに回遊を楽しむことができる立

体的な構成に特徴があり、県内外の大小様々な

石材を配する意匠も優れている。 

《登録記念物の新登録》 

【遺跡関係】 １件 

「幕末、紀州藩や幕府・朝廷へ海防
かいぼう

献策
けんさく

し、地域の青年教育に尽力した菊池
き く ち

海
かい

荘
そう

の宅跡」 

１ 菊
き く

池
ち

海
か い

荘
そ う

宅
た く

跡
あ と

【和歌山県
わ か や ま け ん

有田郡
ありだぐん

湯浅町
ゆあさちょう

】 

湯浅
ゆ あ さ

出身で、江戸で薬種
やくしゅ

・砂糖問屋を経営した

菊池
き く ち

海
かい

荘
そう

の宅跡。海荘は、幕末、紀州藩や幕府・

朝廷へ紀淡
き た ん

海 峡
かいきょう

の海防を献策し、地域の青年教

育に尽力した。漢詩文を善くし、文人ネットワー

クの中核として、民衆からの明治維新を担った人

物の一人。敷地の西と北を画する土塀や、図面と

一致する井戸等の遺構が敷地内に残る。 

提供：大館市 

提供：金沢市 

提供：湯浅町 
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【名勝地関係】 ２件 

「会津藩政時代の湯治場
と う じ ば

を継ぐ温泉旅館に明治から昭和にかけて整えられた庭園」 

１ 会
あ い

津
づ

東
ひがし

山
や ま

温
お ん

泉
せ ん

向
むかい

瀧
た き

庭
て い

園
え ん

【福島県会
あ い

津
づ

若
わ か

松
ま つ

市
し

】 

会津藩政時代の湯治場
と う じ ば

を継いで明治時代に開

業した温泉旅館の庭園で、昭和時代初期の増築

で客室棟に取り囲まれるように斜面と園池
え ん ち

を配

し、春のサクラ、夏のホタル、秋の紅葉、冬の

雪明かりと、様々な視点から四季折々の景色を

豊かに楽しむことができる意義深い事例。 

 

 

「昭和４５年に開催された日本万国博覧会において政府出展施設として整備された庭園」 

２ 日
に

本
ほ ん

万
ば ん

国
こ く

博
は く

覧
ら ん

会
か い

記
き

念
ね ん

公
こ う

園
え ん

日
に

本
ほ ん

庭
て い

園
え ん

【大阪府吹
すい

田
た

市
し

】 

昭和４５年に開催された日本万国博覧会にお

いて政府出展施設として整備された庭園で、総

面積は２５万㎡に及ぶ。上代、中世、近世の各

時代の特徴を表現した池
ち

泉
せん

庭園と現代の日本庭

園を設け、それらを渓流でつないでいるほか、

枯山水や露地
ろ じ

（茶庭
ちゃにわ

）も造られている。 

 

 

《重要文化的景観の新選定》 

「関東平野北端において、凝灰岩
ぎょうかいがん

が露頭する農村の採石産業による発展を伝える文化的景観」 

１ 大谷
お お や

の奇岩群
きがんぐん

と採石
さいせき

産 業
さんぎょう

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

【栃木県宇都宮市
う つ の み や し

】 

関東平野北端部、凝灰岩が丘陵を成す

宇都宮市
う つ の み や し

大谷
お お や

地域において、農村が、近世に農

家の副業として始められた採石を近代以降に地

場産業とし、発展してきたことを伝える。信仰

や観光の対象であり続ける、侵食や採石によっ

て形成された奇岩群等が特徴を成す。 

 

 

提供：株式会社 向瀧 

提供：大阪府 

提供：宇都宮市 
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史跡名勝天然記念物の指定等 
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《特別史跡の新指定》 １件 

１ 福井
ふ く い

洞窟
どうくつ

【長崎県佐世保市
さ せ ぼ し

】 

史跡福井洞窟は、長崎県佐世保市吉井町に所在し、長崎県北部の国見
く に み

山
さん

系から西流す

る福井
ふ く い

川
がわ

の侵食により形成された砂岩洞窟である。遺跡は、昭和１０年に発見され、昭

和３５年に日本考古学協会西北九州総合調査特別委員会により発掘調査が実施された。

この調査により、洞窟は１５層の堆積からなることが確認され、２・３層で縄文時代草

創期土器と細石刃
さいせきじん

石器群
せっきぐん

が共伴し、４層より下位では土器が伴わない文化層が複数検出

された。また、その年代が明らかにされたことにより、旧石器時代から縄文時代への文

化的変遷や縄文時代の成立を考える上で貴重であることから、昭和５３年に史跡に指定

された。平成２４年以降に行われた史跡整備に伴う再発掘調査では、既往調査の石器群

変遷が検証されるとともに、新たに後期旧石器時代末（１万９千～１万７千年前）の炉
ろ

跡
あと

４基が重層的に検出された。また土壌堆積、年代測定等の多角的分析により、洞窟の

形成過程と人類活動との関係が詳細に明らかにされた。本遺跡は、更新世末の環境変動

期に位置付けられる我が国の旧石器時代から縄文時代の移行期における人類の生活実

態を具体的に示している。縄文文化の起源に関する学史的意義とともに、その学術的価

値はきわめて高く、特別史跡に指定するものである。 

 

《史跡の新指定》 １０件 

１ 黒山
くろやま

の昔
むかし

穴
あな

遺跡
い せ き

【岩手県九戸郡
くのへぐん

九戸村
くのへむら

】 

黒山の昔穴遺跡は、九戸村北西部の標高８５２ｍの折
おり

爪
つめ

岳
だけ

を頂点として南北に連なる

脊 梁
せきりょう

山地から東へ突き出た尾根上に位置する。平安時代後半の高地性集落跡で、竪穴

建物跡等の遺構が埋まりきらずに残った窪みが６５か所、確認されている。 

遺跡は地形からＡ～Ｃ区の３か所に分かれ、いずれの地区でも窪みの配列には計画性

が見られる。また、発掘調査は５基の窪みを対象に行われ、いずれもカマドを有する１

０世紀後半の竪穴建物跡で刀子
と う す

や 鏃
やじり

、馬具
ば ぐ

と考えられる鉤
かぎ

状の鉄製品や青森県西部か

らの搬入品と考えられる須恵器等が出土した。 

古代の高地性集落は、東北北部でしばしば確認され、その立地から防御性集落のひと

つと考えられていたが、堀跡や土塁
ど る い

などの防御に伴う施設がほとんどないことや発掘調

査での出土遺物などの検討から、木地など山林資源の利用に係る集落と考えられように

なってきた。また、本遺跡の西側の山地には九戸から二戸
に の へ

へと向かう古道が通過してい

ることから、交易に深く関わる集落であった可能性もある。平安時代後期における山地

の集落の在り方、成立事情や目的を知る上で重要である。 
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２ 西
に し

方
か た

城
じょう

跡
あ と

【栃木県栃
と ち

木
ぎ

市
し

】 

西方城跡は、宇都宮
うつのみや

氏家
か

中
ちゅう

国人
こくじん

領 主
りょうしゅ

である西方
にしかた

氏による築城と考えられ、宇都宮氏

の廃絶後は結城
ゆ う き

秀
ひで

康
やす

領、関ケ原の戦いの後は、西方藩１万５千石の本城として藤田
ふ じ た

信
のぶ

吉
よし

が領有するが、元和
げ ん な

元年（１６１５）に西方藩が廃されると同時に廃城となった。山頂

部には南北の丘陵尾根上に主要な曲
くる

輪
わ

が連なり、山麓部に曲輪群が広がる。山麓部は方

形の曲輪を中心とする曲輪群で構成される。西方氏段階では山頂部、結城氏段階では山

頂、山麓双方、藤田氏段階では山麓部東側という城館
じょうかん

自体の変遷が推定できる。城の役

割も時代により大きく異なり、西方氏の段階では宇都宮領の飛地で、小田原北条氏に対

する境界の城館であったこと、結城氏段階では徳川領国の北限で上杉氏に対する境界の

意味合いが強くなるなど、規模と構造の変遷が、地政的な北関東の政治的緊張と連動し

ており、戦国期から近世の政治状況、社会構造の変化を示していると考えられる。また、

遺構の遺存状況も良好であり、我が国における中世後半から近世初頭にかけての城館の

形態と変遷や築城技術を知る上で重要である。 

 

３ 上
こ う

野
ず け

国
こ く

分
ぶ ん

尼
に

寺
じ

跡
あ と

【群馬県高
た か

崎
さ き

市
し

】 

上野国分尼寺跡は、聖武天皇が発した天平
てんぴょう

１３年（７４１）の国分寺造立の詔によっ

て造営された国分尼寺の一つである。榛名山
はるなさん

東南麓の相馬ヶ原
そ う ま が は ら

扇状地の扇端部にあり、

西３００ｍほどには史跡上野国分寺跡がある。高崎市教育委員会による発掘調査が行わ

れ、南から金堂
こんどう

・尼坊
に ぼ う

が配され、金堂に回廊がとりつく伽藍配置が明らかになった。伽

藍地範囲は１６２ｍ（５４０尺）四方で、区画施設としては、西辺以外は築地
つ い じ

塀
べい

の痕跡

が、西辺には溝が確認されている。尼坊跡は礎石の残存を６箇所で確認し、身舎
も や

は桁
けた

行
ゆき

１５間・梁行
はりゆき

２間で、南北に各１間の庇がつく切妻建物である。回廊跡は、ほぼ原位置

の礎石を６箇所確認し、梁行１間・柱間約１４尺（４．２ｍ）の単廊で、東面・西面は

桁行１３間と推定され、回廊跡・尼坊跡とも瓦が多量に出土し、それぞれ瓦葺建物であ

る。国分寺創建後の８世紀中葉頃に造営が行われ、１１世紀代までには廃絶したとみら

れる。史跡上野国分寺跡とあわせて国分二寺の状況が分かる全国でも貴重な例で、古代

の仏教文化を理解する上で重要である。 

 

４ デーノタメ遺跡
い せ き

【埼玉県北本市
きたもとし

】 

デーノタメ遺跡は、大宮台地を開析する江川
え が わ

流域左岸の標高約２１ｍの台地から同１

７ｍの低地にかけて立地する、縄文時代中期後葉から後期前葉に属する環状集落等を特

徴とする大規模集落跡である。 
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台地部の居住域には多数の竪穴建物跡が広がっており、中期の環状集落は長径２１０

ｍ、短径１６０ｍの長楕円形に展開し、中央部に広場を設ける構造である。主要な時期

を構成するものは勝坂式
かつさかしき

期から加曾利
か そ り

ＥⅢ式期である。後期の弧状を呈する大規模集落

は長径２７０ｍの大規模なものであり、主要な時期を構成するものは堀之内
ほりのうち

１式期から

加曾利
か そ り

Ｂ１式期である。 

中期集落と後期集落はともに台地に近接する水場
み ず ば

を伴っており、クルミ、クリ、トチ

ノキなどの大型植物遺体や、漆塗
うるしぬり

製品
せいひん

、花粉、昆虫遺体などの有機質遺物が多量に検出

された。 

デーノタメ遺跡では約１２００年もの長期にわたる水場を伴う集落が良好に保存さ

れており、縄文時代中期から後期にかけての環境変化とそれに適応した人々の活動痕跡

を知る上で重要である。 

 

５ 坊
ぼう

の塚
つか

古墳
こ ふ ん

【岐阜県各務原市
かかみがはらし

】 

坊の塚古墳は木曽川によって形成された各務原台地の東端に所在する、岐阜県第２位

の規模の前方後円墳である。葺
ふき

石
いし

、埴輪
は に わ

を備えた墳長１２０ｍ、三段築成の前方後円墳

であり、盾形とみられる 周
しゅう

濠
ごう

が巡る。築造時期は古墳時代前期末ごろと考えられてい

る。後円部の竪穴式
たてあなしき

石室
せきしつ

の盗掘坑内から、鉄
てつ

鏃
ぞく

・刀子
と う す

・鉄斧
て っ ぷ

等の鉄製品、斧形
おのがた

・刀子形
とうすがた

・

勾玉
まがたま

・管
くだ

玉
たま

・棗
なつめ

玉
だま

・臼
うす

玉
だま

などの滑石製
かっせきせい

品
ひん

などが出土した。後
こう

円部
え ん ぶ

頂
ちょう

では、小型
こ が た

丸底
まるぞこ

壺
つぼ

、

小型
こ が た

高杯
たかつき

、笊形
ざるがた

土器
ど き

といった小型土器と、魚形
さかながた

土製品、モチ状土製品、豆形土製品とい

った食物形
しょくもつがた

土製品を用いた祭祀がおこなわれた。畿内地域に由来する円筒
えんとう

埴輪
は に わ

を墳
ふん

頂部
ちょうぶ

外周に、在地的な壺形
つぼがた

土器を埋葬施設周辺に配置・配列していたとみられ、地域首

長による埴輪
は に わ

祭祀の受容の在り方の一端をうかがうことができる。眼下には後に東山道
とうさんどう

が敷設されるなど、東西の陸路と木曽川の流路とが交わる交通の要衝に位置しており、

ほぼ同時期に築造された大垣市
おおがきし

所在の昼飯
ひ る い

大塚
おおつか

古墳
こ ふ ん

とともに、当該期のヤマト政権によ

る東国政策や地域首長の動向を考えるうえで重要である。 

 

６ 東
とう

氏
し

館
やかた

跡
あと

及び篠
しの

脇
わき

城 跡
じょうあと

【岐阜県郡上市
ぐじょうし

】 

東氏館跡及び篠脇城跡は、東国
とうごく

御家人
ご け に ん

千葉氏の一族で室町幕府奉公
ほうこう

衆
しゅう

の東
とう

氏
し

が在国す

るにあたり築いた 館
やかた

跡
あと

と、背後の標高４８６ｍの篠
しの

脇山
わきやま

に築いた山上
さんじょう

居館
きょかん

及び東
とう

氏
し

撤

退後に城郭化された城跡である。１５世紀中葉以降に東氏により、栗
くり

巣
す

川
がわ

左岸の河岸段

丘上に、園池
え ん ち

や礎石
そ せ き

・掘
ほっ

立 柱
たてばしら

建物
たてもの

、溝などを配した館が建設された。館は、１６世紀前

葉の火災により廃絶し、一方山上部は１６世紀初頭に、それまで「山亭
さんてい

」等の施設が設
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営されていた篠脇山山頂の平坦面に、周囲を塀で囲い園池や礎石
そ せ き

建物
たてもの

を構える山上
さんじょう

居館
きょかん

が築かれ拠点が移った。饗応
きょうおう

に用いられた土師器
は じ き

皿や、青白磁
せいはくじ

等の高級陶磁器類が出土

し、山上の居館として機能していたことが判明する。１６世紀中葉、東氏が撤退した後

に、山上の主
しゅ

郭
かく

は、園池が埋め立てられ出入口が閉塞されるなど、居館としての機能が

停廃され、主郭の周囲に切
きり

岸
ぎし

と畝状
うねじょう

空堀群
からぼりぐん

が取り囲み、南方の登城に対する堀切
ほりきり

などを

持つ堅牢な城郭に、全体が再構築される。庭園を備えた山麓の居館から山上へ移り、そ

して発達した山城の造営という、１５世紀中葉から１６世紀中葉にかけての国人
こくじん

クラス

の武家拠点の変遷が判明し、美濃国北部をめぐる政治勢力の様相を知るために重要な遺

跡である。 

 

７ 高
た か

尾
お

山
さ ん

古
こ

墳
ふ ん

【静岡県沼
ぬ ま

津
づ

市
し

】 

高尾山古墳は、愛
あし

鷹山
たかやま

から延びる尾根の先端部、標高約１５ｍに立地する古墳出現期

の前方後方墳である。駿河
す る が

湾
わん

から浮島
うきしま

沼
ぬま

につうじる水上交通と東西南北の陸上交通が交

わる要衝に築かれている。墳丘は、くびれ部が細く、わずかな屈曲点を伴いながら直線

的に開く前方部が特徴的で、墳丘長は６２．２ｍ、周溝を含めた全長は６９．０ｍであ

る。周溝は、墳丘北側で幅約８ｍで、概ね墳丘と相似形にめぐっている。 

後方部頂のほぼ中心に長辺３．４ｍ、短辺１．２ｍの長方形を呈する墓坑
ぼ こ う

が構築され、

その中央部で木棺
もっかん

の痕跡が確認されている。副葬品には青
せい

銅 鏡
どうきょう

1 面、鉄
てつ

槍
やり

２本、鉄
てつ

鏃
ぞく

３

２点、 鉇
やりがんな

1 点、勾玉
まがたま

1 点がある。また、墳
ふん

頂部
ちょうぶ

や周溝から出土した土器には在地系土

器と北陸系、近江系、東海西部系、関東系等の外来系土器がある。 

高尾山古墳は３世紀中頃に水陸交通の要衝に築造された東日本最古級の大規模前方

後方墳で、豊富な副葬品や外来系土器は広域に及ぶ他地域との交流を示している。古墳

文化の東日本への広がりやヤマト政権成立期における政治的、社会的情勢を知る上で重

要である。 

 

８ 物集女
も ず め

城
じょう

跡
あ と

【京都府向日市
む こ う し

】 

桂川右岸に位置する山城国乙訓郡
おとくにぐん

、葛野
か ど の

郡
ぐん

一帯は西岡
にしのおか

と呼ばれ、数多くの中世城館が

分布しており、そのうちの物集女城跡は、乙訓郡の国人
こくじん

が統一的な意思を示した「乙訓惣
おとくにそう

国
こく

」の一人物集女氏の居城である。物集女城跡に東接する物集女街道は北で山陰道と接

し、南で西国街道と接する重要な交通路であった。物集女氏が最初に史料に現れるのは、

応仁の乱後の 長 享
ちょうきょう

元年（１４８７）で、西岡に本拠を持つ物集女光重ら６名が「惣国

大儀」であるから東寺に銭を出すよう東寺領荘官に送った文書である。この中世史上著
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名な「乙訓惣国」は１５世紀末までは続いた。織田信長の上洛に際して細川藤孝が西岡

に入ったが、天
てん

正
しょう

３年（１５７５）にその藤孝の命により物集女忠重が謀殺され、物集

女氏は滅亡する。物集女城跡は、南北約７５ｍ、東西約７０ｍのほぼ方形で単郭式の城

館で、幅１１から１２ｍ前後の堀、高さ２．１ｍの土塁に囲まれている。出土遺物から

城の廃絶は物集女忠重が殺害された頃とみられる。京都近郊に残る中世城館は数少なく、

畿内近国の中世の政治経済状況を知る上で重要である。 

 

９ 平
ひ ら

城
じょう

貝
か い

塚
づ か

【愛媛県南宇和郡
みなみうわぐん

愛
あ い

南
な ん

町
ちょう

】 

平城貝塚は、愛媛県南宇和郡愛南町に所在し、西南四国の御荘
みしょう

湾
わん

沿岸に位置する縄文

時代後期を中心とした貝塚遺跡である。明治２４年に寺石
てらいし

正路
まさみち

によって発見され、『東

京人類學會
じんるいがっかい

雜誌
ざ っ し

』に報告され、知られるところとなった。本格的な調査は戦後に行われ、

貝塚の中心部で行われた第１次調査では、ハマグリを主とする純貝層と混土
こ ん ど

貝層が確認

された。混土貝層の出土土器は、「平城式
ひらじょうしき

」として現在に至るまで縄文時代後期中葉の

標式とされている。その後の調査により、遺跡の範囲は南北１７０ｍ、東西８８ｍの範

囲に及ぶことが明らかとなり、５か所の地点貝塚、貯蔵
ちょぞう

穴
けつ

、配
はい

石
せき

墓
ぼ

を含む土坑
ど こ う

墓
ぼ

等が確

認されている。出土遺物には、土器のほか、遺跡近傍の石材であるホルンフェルスを用

いた石器、骨製ヤス、貝
かい

輪
わ

、猪
ちょ

牙
が

製
せい

垂
すい

飾
しょく

品
ひん

等が見られ、また獣骨や魚骨、貝類等の動物

遺体も豊富に得られており当時の資源獲得や生業活動、精神文化のあり方を示している。

土坑墓からは埋葬人骨が複数体出土し、伸展葬が多数を占めることが明らかとなってお

り、当時の埋葬方法を具体的に知ることができる。本遺跡は、西日本太平洋側に希少な

縄文時代貝塚であり学史上重要であるとともに、当時の生業、墓制を物語る遺跡として

貴重である。 

 

10 六
ろ く

郷
ご う

山
さ ん

【大分県国
く に

東
さ き

市
し

、豊
ぶ ん

後
ご

高
た か

田
だ

市
し

】 

六郷山は国東
くにさき

半島に位置する豊後国国東郡六郷の山岳地帯に点在する約１００か所の

天台宗寺院や岩屋の総称である。縦に上がっていく参道を持ち両脇に堂宇
ど う う

を配置する山

の寺や、谷に位置する谷の寺などから構成される。六郷山のはじまりは多くの寺では

養老
ようろう

年間（７１７～７２３）とされ、宇佐宮・弥勒寺の影響下にあったとみられる。

保安
ほ あ ん

元年（１１２０）に延暦寺に寄進された。六郷山の寺々は長安寺
ちょうあんじ

を中核寺院とし

て、本山
もとやま

・中山
なかやま

・末山
すえやま

という三山のグループに編成され、安貞
あんてい

２年（１２２８）には六

郷山は鎌倉将軍家の祈祷所となり、元寇に際しては祈祷が行われた。１７世紀になると

峰入りを通して六郷山（六郷満山）のまとまりを維持させている。六郷山のうち、山の
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寺で六郷山の中核寺院である長安寺、中世の石像や国東塔がある岩戸寺
い わ と じ

、谷の寺で江戸

末期建立の講堂などがある天
てん

念寺
ね ん じ

や中世墓地のある 夷
えびす

岩屋
い わ や

を指定する。岩屋を中心と

した非常に伝統的な宗教空間をもっており、古代から中世にかけての信仰のあり方や変

遷を考える上で貴重である。 

 

《特別史跡の追加指定》 ３件 

１ 藤原宮跡
ふじわらきゅうせき

【奈良県橿原市
かしはらし

】 

持
じ

統
とう

天皇８年（６９４）から和銅
わ ど う

３年（７１０）まで営まれた古代の都
と

城 跡
じょうあと

。藤原京

跡の中心部に位置し、約１ｋｍ四方の区画内に内裏
だ い り

、大極
だいごく

殿
でん

及び役所群が建てられた。

今回、条件の整った区域を追加指定する。 

 

２ 水
みず

城跡
き あ と

【福岡県太宰府市
だ ざ い ふ し

・大野城市
おおのじょうし

】 

天智
て ん じ

天皇３年（６６４）、唐・新羅の侵攻に備えて築造され、後に大宰府を守った防御

施設。全長約１.２ｋｍに及ぶ土塁と濠からなり、古代の軍事を知る上で貴重である。今

回、博多湾側の濠と大宰府側の濠のうち条件の整った地点を追加指定する。 

 

３ 臼杵磨崖仏
う す き ま が い ぶ つ

 附
つけたり

 日吉塔
ひ よ し と う

 嘉応二年在銘五輪塔
か お う に ね ん ざ い め い ご り ん と う

 承安二年在銘五輪塔
じ ょ う あ ん に ね ん ざ い め い ご り ん と う

 

【大分県臼杵市
う す き し

】 

平安後期から鎌倉時代にかけて彫刻されたといわれるわが国有数の石仏群。臼杵川右

岸の深田
ふ か た

・中尾
な か お

地区にある４群６１躯、そこから７ｋｍ下流に位置する大日
だいにち

石仏７躯な

どからなる。今回、深田・中尾地区にある古園
ふるぞの

石仏前庭部
ぜんていぶ

の中世仏堂遺構の追加指定を

行う。 

 

《史跡の追加指定及び名称変更》 ５件 

１ 古
ふ る

市
い ち

古
こ

墳
ふ ん

群
ぐ ん

【大阪府羽曳野市
は び き の し

】 

古室山古墳
こ む ろ や ま こ ふ ん

 

赤面山古墳
せ き め ん や ま こ ふ ん

 

大鳥塚古墳
おおとりづかこふん

 

助太山古墳
す け た や ま こ ふ ん

 

鍋塚古墳
な べ づ か こ ふ ん

 

城山古墳
し ろ や ま こ ふ ん

 

峯ヶ塚
みねがづか

古墳
こ ふ ん
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墓山
はかやま

古墳
こ ふ ん

 

野中古墳
の な か こ ふ ん

 

応神天皇陵
お うじ ん て ん の うり ょ う

古墳
こ ふ ん

外濠外堤
がいごうがいてい

 

鉢
はち

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

はざみ山
やま

古墳
こ ふ ん

 

青山
あおやま

古墳
こ ふ ん

 

蕃所山
ば ん し ょ や ま

古墳
こ ふ ん

 

稲荷塚
い な り づ か

古墳
こ ふ ん

 

東山
ひがしやま

古墳
こ ふ ん

 

割塚
わ り づ か

古墳
こ ふ ん

 

唐櫃山
か ら と や ま

古墳
こ ふ ん

 

松川塚
ま つ か わ づ か

古墳
こ ふ ん

 

浄元寺山
じ ょ う が ん じ や ま

古墳
こ ふ ん

 

白鳥陵
はくちょうりょう

古墳
こ ふ ん

周堤
しゅうてい

 

仲姫命陵
なかつひめのみことりょう

古墳
こ ふ ん

周堤
しゅうてい

 

安閑天皇陵
あ んか ん て ん の うり ょ う

古墳
こ ふ ん

周 堤
しゅうてい

 

（安閑天皇陵古墳周堤を追加指定する） 

大阪府の東南部に所在する、古墳時代中期から後期にかけて形成された我が国を代表

する古墳群の一つ。巨大前方後円墳をはじめ小型の円墳・方墳等で構成される。今回、

６世紀前半に築造された墳長１２２ｍの安閑天皇陵古墳の周堤を新たに追加する。 

 

２ 阿波
あ わ

遍路
へ ん ろ

道
みち

【徳島県阿波市
あ わ し

】 

大日寺
だいにちじ

境内
けいだい

 

地蔵寺
じ ぞ う じ

境内
けいだい

 

切幡
きりはた

寺
じ

境内
けいだい

 

焼
しょう

山寺
さ ん じ

道
みち

 

一 宮
いちのみや

道
みち

 

常
じょう

楽寺
ら く じ

境内
けいだい

 

恩
おん

山寺
ざ ん じ

道
みち

 

立江寺
た つ え じ

道
みち

 

鶴
かく

林寺
り ん じ

道
みち

 

鶴
かく

林寺
り ん じ

境内
けいだい

 

太
たい

龍寺
りゅうじ

道
みち

 

16



 

 

かも道
みち

 

太
たい

龍寺
りゅうじ

境内
けいだい

 

いわや道
みち

 

平等寺
びょうどうじ

道
みち

 

平等寺
びょうどうじ

境内
けいだい

 

雲
うん

辺寺
ぺ ん じ

道
みち

 

（切幡寺境内を追加指定する） 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道。これまでに阿波国（徳島県）分として、札所

寺院６か所、遍路道１０か所を指定している。今回、１８世紀以来の地形が残る１０番

札所切
きり

幡寺
は た じ

境内を指定する。 

 

３ 伊予
い よ

遍路
へ ん ろ

道
みち

【愛媛県松山市
まつやまし

】 

   観自在寺
か ん じ ざ い じ

道
みち

 

   稲荷
い な り

神社
じんじゃ

境内
けいだい

及び龍光寺
りゅうこうじ

境内
けいだい

 

   仏
ぶつ

木寺
も く じ

道
みち

 

   明石寺道
めいせきじみち

 

   明石寺
めいせきじ

境内
けいだい

 

   大寶寺
だいほうじ

道
みち

 

   大寶寺
だいほうじ

境内
けいだい

 

   岩屋寺
い わ や じ

道
みち

 

   岩屋寺
い わ や じ

境内
けいだい

 

   浄瑠璃寺
じ ょ う る り じ

道
みち

 

   浄瑠璃寺
じ ょ う る り じ

境内
けいだい

 

   八坂寺境内
や さ か じ け い だ い

 

   浄土寺
じょうどじ

境内
けいだい

 

   繁多寺
は ん た じ

境内
けいだい

 

   横
よこ

峰寺
み ね じ

道
みち

 

   横
よこ

峰寺
み ね じ

境内
けいだい

 

   三角寺
さんかくじ

奥之院
おくのいん

道
みち

 

（繁多寺境内を追加指定する） 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道。これまでに伊予国（愛媛県）分として、札所

寺院８か所、遍路道８か所を指定している。今回、一遍
いっぺん

聖
ひじり

絵
え

の詞書に記された５０番札

所繁多寺境内を追加する。 
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４ 田主丸
た ぬ し ま る

古墳群
こふんぐん

【福岡県久留米市
く る め し

】 

田主丸大塚
た ぬ し ま る お お つ か

古墳
こ ふ ん

 

寺徳
じ と く

古墳
こ ふ ん

 

中原
な か ば る

狐塚
きつねづか

古墳
こ ふ ん

 

西 館
にしのたて

古墳
こ ふ ん

 

益生田
ま す お だ

古墳群
こ ふ ん ぐ ん

 

（益生田古墳群を追加指定する） 

福岡県の南部に所在する、田主丸大塚古墳を頂点とする階層構造をもつ装飾古墳群。

人物・格子
こ う し

文
もん

・同心円
どうしんえん

文
もん

の文様を敲打
こ う だ

で施す装飾が確認された益生田古墳群Ａ群１２号

墳を含む益生田古墳群を追加し、名称を変更する。敲打による装飾が、階層的に下位の

群集墳中の中小古墳において成立したことを示すとともに、装飾においても階層構造が

認められる点で重要。 

 

５ 大
お お

島
し ま

畠
はたけ

田
だ

遺跡
い せ き

 附
つけたり

 郡
こおり

元
も と

西
に し

原
ば る

遺跡
い せ き

【宮崎県都城市
みやこのじょうし

】 

（ 附
つけたり

として郡元西原遺跡を追加指定する） 

９世紀後半から１０世紀前半の地域開発を主導した富豪層の 館
やかた

跡
あと

と考えられる史跡

大島畠田遺跡に、１１世紀後半から１２世紀前半にかけて、新たに開発される窪地地帯

に近接する領 主
りょうしゅ

居館
きょかん

跡
あと

と考えられる郡元西原遺跡を 附
つけたり

指定し、古代から中世への社

会の変化を具体的に示す。 

 

《史跡の追加指定及び解除》 １件 

１ 橘
たちばな

塚
づか

古墳
こ ふ ん

【福岡県京都郡
みやこぐん

みやこ町
まち

】 

６世紀末に築造された南北約３７ｍ、東西約３９ｍの方墳。古くから開口していた横

穴式石室は、複室構造で、残存長１６.３ｍの規模を有する。近接する史跡綾
あや

塚
つか

古墳とと

もに、北部九州を代表する巨石墳として重要。 

 

《史跡の追加指定》 ２６件 

１ 仙
せ ん

台
だ い

郡
こおり

山
や ま

官
か ん

衙
が

遺
い

跡
せ き

群
ぐ ん

【宮城県仙台市
せ ん だ い し

】 

  郡
こおり

山
や ま

官
か ん

衙
が

遺
い

跡
せ き

 

  郡山廃寺跡
こ お り や ま は い じ あ と

 

律令国家が東北経営のために設置した 城
じょう

柵
さく

跡。７世紀中頃のⅠ期官衙と、Ⅰ期官衙
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を取り壊して、建物等の向きを真北方向に建て替えた７世紀末頃のⅡ期官衙（陸奥
む つ

国府
こ く ふ

）

及び郡山廃寺跡からなる。今回、Ⅱ期官衙の外郭
がいかく

南門の南にあたる範囲を追加指定する。 

 

２ 二本
に ほ ん

松
まつ

城 跡
じょうあと

【福島県二本松市
に ほ ん ま つ し

】 

中世に畠山
はたけやま

氏
し

によって築かれ、伊達
だ て

・蒲生
が も う

・上杉・加藤氏による支配を経て、近世に

二本松藩主丹羽
に わ

氏
し

の居城となった城跡である。幕末期の絵図で確認され、近年の発掘調

査により明らかになった藩校敬学館
けいがくかん

跡及び内大手地区を追加指定する。 

 

３ 上野
こうずけの

国
くに

多胡
た ご

郡
ぐん

正 倉
しょうそう

跡
あと

【群馬県高崎市
たかさきし

】 

和銅
わ ど う

４年（７１１）に建郡された、上野国多胡郡の田
でん

租
そ

や出挙
す い こ

で徴収した稲などを収

納する倉庫群跡。特別史跡多胡碑の真南約３５０ｍに位置し、発掘調査によれば正倉の

創建は８世紀前半である。今回、正倉区画北西部の条件の整った部分の追加指定を行う。 

 

４ 午
ご

王
ぼ う

山
や ま

遺跡
い せ き

【埼玉県和
わ

光
こ う

市
し

】 

埼玉県東南部、荒川を望む独立丘陵上に位置する弥生時代後期の大規模な環濠集落。

１５０棟以上の竪穴建物と多重の環濠が検出された。北関東系や南関東系の複数の他地

域の出土遺物が認められ、関東地域における弥生時代後期の地域間交流の実態を考える

上で重要。今回、条件の整った範囲を追加指定する。 

  

５ 月
つき

ノ
の

木
き

貝塚
かいづか

【千葉県千葉市
ち ば し

】 

千葉県中央部に所在する、縄文時代中期から後期に形成された大型貝塚を伴う集落遺

跡。東西１５０ｍ、南北２００ｍの範囲に馬蹄形に広がる貝塚が良好に残存する。出土

した動物遺体は当時の生業を知る上で重要。今回、遺跡北方の斜面部を追加指定する。 

 

６ 小田原
お だ わ ら

城 跡
じょうあと

【神奈川県小
お

田
だ

原
わ ら

市
し

】 

 伊勢宗
い せ そ う

瑞
ずい

（北
ほう

条
じょう

早
そう

雲
うん

）以来、小田原北条氏代々の手で関東支配の拠点として整備・拡

張がなされた城跡。近世には有力譜代大名が配された。本丸、二の丸、三の丸、総構
そうがまえ

な

どから構成される。今回は、総構の中に位置する百姓曲
くる

輪
わ

と総構
そうがまえ

二重
ふ た え

外張
と ば り

の条件の整っ

た部分の追加指定を行う。 

 

７ 甲府
こ う ふ

城 跡
じょうあと

【山梨県甲府市
こ う ふ し

】 

豊臣政権下、関東の徳川氏に対する抑えとして築かれ、江戸時代には徳川一門・甲府
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藩の居城ともなった城跡である。近年の調査研究により様相が明らかになった大手門周

辺の内堀で条件の整った区域を追加指定する。 

 

８ 断
だ ん

夫
ぷ

山
さ ん

古墳
こ ふ ん

【愛知県名古屋市
な ご や し

】 

愛知県名古屋市に所在する、古墳時代後期前半に築造された、墳長約１５０メートル

を測る東海地域最大級の前方後円墳。古墳時代後期における政治と社会を知るうえで重

要。今回、周
しゅう

濠
ごう

と周堤
しゅうてい

に復元される周辺部について、条件の整った区域を追加指定す

る。 

 

９ 綴
つ づ

喜
き

古墳群
こ ふ ん ぐ ん

【京都府八幡市
や わ た し

】 

大住車塚古墳
お お す み く る ま づ か こ ふ ん

 

八幡西車塚古墳
や わ た に し く る ま づ か こ ふ ん

 

天理山古墳群
て ん り や ま こ ふ ん ぐ ん

 

飯岡車塚古墳
い の お か く る ま づ か こ ふ ん

 

古墳時代前期後葉から中期初頭に木津川左岸に造られた前方後円墳及び前方後方墳。

当時の政治的動向と首長墓の築造の実態を知るうえで重要。八幡西車塚古墳の前方部前

端周辺の条件の整った区域を追加指定する。 

 

10 久津川古墳群
く つ か わ こ ふ ん ぐ ん

【京都府城陽市
じょうようし

】 

久津川車塚古墳
く つ か わ く る ま づ か こ ふ ん

 

丸塚古墳
ま る づ か こ ふ ん

 

芭蕉塚古墳
ば し ょ う づ か こ ふ ん

 

久世小学校古墳
く せ し ょ う が っ こ う こ ふ ん

 

京都府南部に所在する、古墳時代中期前葉から中葉に築かれた階層構造をもつ古墳群。

地域の大首長が大和政権の中枢部と密接な関わりをもちながら地域支配を行った状況

を示し、古墳時代の政治や社会のあり方を知る上で重要。芭蕉塚古墳について、造り出

しなど、条件の整った区域を追加指定する。 

 

11 藤原
ふじわら

京
きょう

跡
あと

 【奈良県橿原市
かしはらし

】 

朱雀
す ざ く

大路
お お じ

跡
あと

 

左京
さきょう

七条一
しちじょういち

・二坊
に ぼ う

跡
あと

 

右京
うきょう

七条一坊
しちじょういちぼう

跡
あと
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持
じ

統
と う

天皇８年（６９４）から和銅
わ ど う

３年（７１０）まで営まれた古代の都
と

城 跡
じょうあと

。中心に

ある藤原宮
ふじわらきゅう

跡
せき

は特別史跡となっている。朱雀大路跡は宮の正門である朱雀門から南へ

延びる道路跡で、それを境に西側を右京、東側を左京に区分する。今回、左京七条一・

二坊の条件の整った部分を追加指定する。 

 

12 宮
み や

山
や ま

古
こ

墳
ふ ん

【奈良県御
ご

所
せ

市
し

】 

奈良盆地南西端の巨勢山
こ せ や ま

丘陵北麓に、古墳時代中期前葉に築造された墳長２４５ｍの

大型前方後円墳。周
しゅう

濠
ごう

と周堤
しゅうてい

を巡らし、周堤に組み込まれた位置に方墳のネコ塚古墳

が存在する。後円部の２基の竪穴式石室やその副葬品、埴輪樹立の実態が明らかとなっ

ている大型前方後円墳として重要。今回、条件の整った区域を追加指定する。 

 

13 伊勢
い せ

本
ほん

街道
かいどう

【奈良県宇陀郡
う だ ぐ ん

御杖村
みつえむら

】 

近世において、西国から大和国を経て伊勢神宮に参詣するため、最も多く利用された

街道である。近年の発掘調査により、旧道の路面が検出された 桜
さくら

峠
とうげ

・岩坂
いわさか

峠
とうげ

と旧道の

様子が良好に残る鞍
くら

取
とり

峠
とうげ

を追加指定する。 

 

14 大官
だいかん

大寺
だ い じ

跡
あと

【奈良県高市郡
たかいちぐん

明日香村
あ す か む ら

】 

藤原
ふじわら

京
きょう

条 坊
じょうぼう

の南東
なんとう

に位置
い ち

する巨大
きょだい

な古代
こ だ い

寺院
じ い ん

跡
あと

。天武
て ん む

２年（６７３）に建立
こんりゅう

した

高市
たけちの

大寺
おおてら

を天武
て ん む

６年（６７７）に大官大寺に改称し、現位置には文武
も ん む

朝に移ったと考え

られる。平城京大安寺
だいあんじ

の前身寺院でもある。金堂や講堂、塔、回廊の跡などが残る。今

回、東面回廊跡の条件の整った区域を追加指定する。 

 

15 飛鳥宮跡
あすかきゅうせき

【奈良県高市郡
たかいちぐん

明日香村
あ す か む ら

】 

７世紀代に歴代の天皇の宮殿が造営された宮跡。発掘調査の結果、飛鳥
あ す か

岡
おか

本 宮
もとのみや

（舒
じょ

明
めい

天皇
てんのう

）、飛鳥板
あすかいた

蓋 宮
ぶきのみや

（皇
こう

極
ぎょく

天皇
てんのう

）、後
のちの

飛鳥
あ す か

岡
おか

本 宮
もとのみや

（斉
さい

明
めい

天皇
てんのう

・天智
て ん じ

天皇
てんのう

）、飛鳥
あ す か

浄
きよ

御原宮
みはらのみや

 

（天武
て ん む

天皇
てんのう

・持
じ

統
とう

天皇
てんのう

）の各期の遺構が確認された。今回、内郭南西部等条件の整った

区域を追加指定する。 

 

16 こうもり塚
づか

古墳
こ ふ ん

【岡山県総社市
そうじゃし

】 

古墳時代後期、６世紀第３四半期ごろに築造された吉備地方最大の前方後円墳。当時

の政治的動向と吉備地域の関係を考える上で重要。今回、古墳築造時に一体的に造成さ

れたと考えられる後円部西側から前方部南側にかけての墳丘周縁部等を追加指定する。 
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17 津
つ

雲
く も

貝
か い

塚
づ か

【岡山県笠
か さ

岡
お か

市
し

】 

瀬戸内海沿岸の丘陵裾部に形成された縄文時代中期から晩期の貝塚遺跡。大正時代に

調査された縄文時代後期から晩期の１７０体に及ぶ埋葬人骨は学史的、学術的に重要。

今回、包含層が残存する遺跡の東方部を追加指定する。 

 

18 智頭往来
ち づ お う ら い

 志戸坂
し と さ か

峠
とうげ

越
ご え

【岡山県英田郡
あいだぐん

西
に し

粟
あ わ

倉
く ら

村
そ ん

】 

岡山・鳥取県境の志戸坂峠を越える、鳥取城下と姫路城下を結ぶ因幡地方から大坂・

京への主要街道。江戸時代には鳥取藩主によって参勤交代で使用されていた。今回、明

治２０年に完成した国道跡が多く残る岡山県側の追加指定を行う。 

 

19 銚子塚古墳
ち ょ う し づ か こ ふ ん

【福岡県糸島市
い と し ま し

】 

福岡県の玄界灘
げんかいなだ

沿岸に所在する４世紀後半の前方後円墳。墳丘長は１００ｍに迫る玄

界灘沿岸最大級の規模を有する。大陸から対馬、壱岐、松浦を経由する陸上交通路の要

衝にあり、歴史的重要性が高い。今回、前方部の北側隣接地について、条件の整った範

囲を追加指定する。 

 

20 曽根遺跡群
そ ね い せ き ぐ ん

【福岡県糸島市
い と し ま し

】 

平原
ひらばる

遺跡
い せ き

 

ワレ塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

銭
ぜに

瓶
がめ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

狐 塚
きつねづか

古墳
こ ふ ん

 

脊振
せ ふ り

山系
さんけい

から北に伸びる曽根丘陵上に位置し、弥生時代の厚葬
こうそう

墓
ぼ

である平原
ひらばる

遺跡と古

墳時代中・後期に連続して築造された狐塚
きつねづか

古墳、銭
ぜに

瓶
がめ

塚
づか

古墳、ワレ塚
づか

古墳の３基の古墳

群で構成される。怡土
い と

平野を治めた首長墓系列の一端を知る上で重要。今回、ワレ塚古

墳について、条件の整った範囲を追加指定する。 

 

21 福
ふ く

原
ばる

長
ちょう

者
じ ゃ

原
ば る

官
か ん

衙
が

遺
い

跡
せ き

【福岡県行
ゆ く

橋
は し

市
し

】 

７世紀末から８世紀前半の古代官衙遺跡で、大規模な区画施設の中に大規模掘立柱建

物が並び建つ。通常の地方官衙を上回る規模を有し、構造・出土遺物から地方に造営さ

れた枢要な国家的施設と考えられ、古代律令国家成立期の地方統治の実態を知る上で極

めて重要な遺跡である。 
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22 阿
あ

恵
え

官
か ん

衙
が

遺
い

跡
せ き

【福岡県糟屋郡
かすやぐん

粕屋町
かすやまち

】 

飛鳥時代から奈良時代にかけての官衙遺跡。評の段階まで遡る政庁や正倉群の他、官

衙域に隣接する微高地上において、政庁成立前後の大型竪穴建物等の関連施設が形成さ

れるなど、地方官衙の立地や成立時期、変遷を考える上で重要。 

 

23 御
ご

所
し ょ

山
や ま

古
こ

墳
ふ ん

【福岡県京都郡苅田町
みやこぐんかんだまち

】 

５世紀後半に築造された墳長約１１９ｍの３段築成の前方後円墳で、その規模は

石塚山
いしづかやま

古墳
こ ふ ん

とともに豊前地域で最大級である。今回、後円部の 周
しゅう

濠
ごう

および周堤帯
しゅうていたい

部分

で条件が整った範囲を追加指定する。 

 

24 姉川
あねがわ

城 跡
じょうあと

【佐賀県神埼市
かんざきし

】 

南北朝内乱のなかで南朝側の拠点として築かれ、室町期には戦国大名龍造寺
りゅうぞうじ

氏
し

の有力

被官であった姉川
あねがわ

氏
し

の居城となった城跡である。大小の島々の周囲に堀を縦横に廻らし

た「環濠集落」としての特徴を表す、池沼・島状の地形を残す部分を追加指定する。 

 

25 大
おお

友
とも

氏
し

遺
い

跡
せき

【大分県大分市
おおいたし

】 

戦国大名大友氏の領国支配の拠点となった遺跡である。中世大友府内町跡の一角で、

近年の発掘調査により遺構・遺物が良好に保存されていることが明らかになった唐人
とうじん

町
まち

跡
あと

の町屋域、推定御蔵場
お く ら ば

跡
あと

の北外郭を追加指定する。 

 

26 里官衙遺跡
さ と か ん が い せ き

【大分県大分市
お お い た し

】 

飛鳥時代から奈良時代にかけての官衙遺跡。海部
あ ま べ

地域を統括していた豪族の居宅から

コの字状に配置される官衙への変遷を具体的に示す遺跡であり、古代における地方官衙

の成立と展開を知る上で重要。 
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《名勝の新指定》 ２件 

１ 鳥潟
とりがた

会館
かいかん

庭園
ていえん

【秋田県大館市
おおだてし

】 

鳥潟会館庭園は、大館市の北部を北から南に流れる花
はな

岡
おか

川
がわ

の左岸に位置する。鳥潟

会館は、江戸時代を通じて花岡村の肝
きも

煎
いり

（名主）を務めた鳥
とり

潟
かた

氏の旧宅で、第１７代

当主鳥
とり

潟
かた

隆
りゅう

三
ぞう

（１８７７－１９５２）によって昭和１０年代に現在の形に整備され

た。京都帝国大学医学部教授であった隆三は、昭和１０年４月に花岡の実家の庭園と

住宅の改造に着手した。庭園の施工は京都の庭師粕
かす

谷
や

幸
こう

作
さく

（１８９２－１９７８）が

中心となって行ったが、建物や庭園の材料の調達、施工などにあたっては、隆三が直

接指示を出した。庭園は敷地の東半分を占め、北東部の築山と S 字状の流れ、「五
ご

稜
りょう

池
いけ

」と名付けられた中央部分の園池、南側の広場、主屋北側の露
ろ

地
じ

（茶庭
ちゃにわ

）から構成

される。主人居間からは、手前の園池の水面、中島、石橋などから構成される奥行の

ある景観が見える。隆三は、昭和２６年に実家の土地と建物を、地元の人々に公民館

として利用してもらうために当時の花岡町に寄付した。鳥潟会館庭園は、秋田県地域

に造られた近代庭園の事例として、芸術上及び観賞上の価値、日本の近代庭園史にお

ける学術上の価値が高く、名勝に指定し保護を図るものである。 

 

２ 西氏庭園
に し し て い え ん

【石川県金沢市
か な ざ わ し

】 

西氏庭園は、金沢城下西方の平士級武士の居住区であった長町に位置し、古くからの

大野庄用水沿いに所在する近代の住宅庭園である。敷地の北西部に主庭を設け、南東部

に主屋、その西側に土蔵、主屋北東部に接して直角に離れを配している。主屋の式台玄

関は東に面して表構えには門を建てずに平明な前庭とし、その北側には菜園などに利用

する「背戸
せ ど

」と伝統的に呼ばれる内向きの空間が設けられている。主庭は、敷地北西隅

に高さ２ｍ余りの築山
つきやま

を設え、中央の池
ち

泉
せん

を抱くようにその両側にも続けて高まりを造

成し、園路を巡らしている。池泉はコンクリートで造作の上、池岸に巨石を配して地割

の骨格を成し、主屋居室と離れ座敷からの視線の先にそれぞれ入り江を設けている。離

れの正面の池岸に張り出して据えられた 拝
おがみ

石
いし

、あるいは、園路を登って築山の上に立て

ば、池泉を巡る対照的な眺めを楽しむことができる。主庭の意匠を特徴付ける庭石や石

造物を、県内産のみならず、広く北陸、近畿、東海、瀬戸内などに数多く求めている点

は、この庭園の趣向を理解する上で注目される。武家地の伝統的な宅地の在り方に倣い

ながらも、新たな趣向と工夫を含む近代の優れた住宅庭園で、芸術上及び学術上の価値

が高いことから、名勝に指定して保護するものである。 
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《名勝の追加指定》 １件 

１ 臨済寺庭園
り ん ざ い じ て い え ん

【静岡県静岡市
し ず お か し

】 

１６世紀後半、徳川家康が伽藍
が ら ん

を再建した際に造られたと伝わる禅宗寺院の庭園。本

堂等の建物と背後の山林の間に山裾に沿って園池
え ん ち

を設ける。庭園の視点場
し て ん ば

となっている

本堂及び書院、大正期に造られた茶室と渡り廊下、背後の山林等、既指定地の周囲を追

加指定する。 

 

《天然記念物の追加指定及び一部解除》 １件 

１ 象潟
きさかた

【秋田県にかほ市
し

】 

鳥海山で発生した日本最大規模の山体崩壊による流
なが

れ山
やま

で、山頂から北西の平野に点

在する１００余りの小丘。文化元年（１８０４）の地殻変動をともなう地震により隆起。

火山活動と地震の変動の痕跡として学術的価値を有する。新たに確認された流れ山を追

加指定し、一部を解除する。  
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登録記念物への登録 
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《登録記念物（遺跡関係）の新登録》 １件 

１ 菊池海荘宅跡
き く ち か い そ う た く あ と

【和歌山県有田郡
ありだぐん

湯浅町
ゆ あ さ ち ょ う

】 

湯浅出身で、房総での鰯 網
いわしあみ

漁
りょう

により江戸で干
ほし

鰯
か

問屋
ど ん や

、砂糖問屋等を経営した豪商の

家に生まれた菊池海荘の宅跡である。菊池海荘は、天保年間の飢饉に際し、栖原
す は ら

坂改修

等の救荒策を講じ、紀州藩に多くの建議を行った。また広村
ひろむら

出身の濱口梧陵
はまぐちごりょう

らと幕府や

朝廷へ紀淡
き た ん

海 峡
かいきょう

の海防を献策し、実際に六斤
ろくきん

野戦砲
やせんほう

等を製造し広村天王
てんのう

浜
はま

に設置した。

また地域の青年教育に尽力した人物で、漢詩文を学び、多くの儒者・文人等と交わる知

識人ネットワークの中核を成した。菊池家は出身の栖原
す は ら

に本宅を置いており、菊池海荘

の宅跡は本家の南東に位置し、約２,０００㎡の屋敷地が現存している。建物は既に解

体されているが、敷地の西と北を画する土塀や、菊池海荘家に伝来した屋敷図面と一致

する地割と、井戸や石組水路、「神社」と記される鹿島
か し ま

祠
し

等の遺構が敷地内に残る。 

湯浅町栖原には豪商の住宅跡が残るが、菊池海荘宅跡はその一つであり、幕末、私財

を投じ、民衆からの明治維新を担った一人である海荘の事績を物語る遺跡である。 

 

《登録記念物（名勝地関係）の新登録》 ２件 

１ 会
あい

津
づ

東
ひがし

山
やま

温
おん

泉
せん

向
むかい

瀧
たき

庭園
ていえん

【福島県会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

】 

会津東山温泉は、布引山
ぬのびきやま

に源を発して峡谷を成す湯川の渓流が会津盆地へと流れ出る

ところに位置し、行基
ぎょうき

(６６８－７４９）による開湯とも伝えられる温泉地で、江戸時代

には湯治場
と う じ ば

として定着していた。江戸時代中頃には景勝地としても知られていた湯川の

順階瀧にほど近い南岸の「きつね湯」は、廃藩置県とともに明治６年に平田家が引き継

いで旅館向瀧を開業し、今日に至っている。この旅館向瀧の庭園は、江戸時代からの地

割を基礎としながらも、その大要は明治時代から昭和時代初期にかけての建築に伴って

整えられた近代温泉旅館の庭園として設えられたものである。庭園は、客室棟によって

囲まれた南北の奥行き４０ｍ余り、比高差１２ｍ余りの斜面地に概ね下段、中段、上段

の三つの地割から成る。園内にはサクラ類や落葉広葉樹が配植されて、春には花、夏に

はホタル、秋には紅葉、そして冬には雪景色に添えられたたくさんのロウソクの灯りな

どが、四季折々の豊かな彩りを演出している。その観賞は、庭園を取り囲む客室棟の各

部屋や池泉を間近に臨む廊下、園内の中段や上段など、様々な角度からの立体的な視点

や、四季折々の演出によって、風致景観の多彩な変化を楽しむことができる点に特徴を

見出すことができるもので、温泉旅館に営まれた近代庭園の事例として意義深い。 
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２ 日
に

本
ほ ん

万
ば ん

国
こ く

博
は く

覧
ら ん

会
か い

記
き

念
ね ん

公
こ う

園
え ん

日
に

本
ほ ん

庭
て い

園
え ん

【大阪府吹
す い

田
た

市
し

】 

日本万国博覧会記念公園日本庭園は、吹田市北部の千
せん

里
り

丘
きゅう

陵
りょう

に位置する。日本万国

博覧会の開催が決定され、昭和４２年に国による庭園施設の出展が最終決定されると、

日本庭園設計策定委員会が設置され、委員長に大阪市公園協会常務理事の田
た

治
じ

六
ろく

郎
ろう

 （１

９０４－１９７８）が選ばれた。翌年基本設計が完成して工事が始まり、昭和４５年３

月に完成、同月開園した。日本万国博覧会記念公園日本庭園は、東西約１,３００ｍ、南

北約２００ｍの細長い土地を、西から東へ上代、中世、近世、現代の４つの区画に分け、

各時代の特徴を表した庭園を設ける。それぞれの庭園は渓流で結ばれ、その水の流れに

博覧会のテーマである「人類の進歩と調和」を表現している。上代地区には泉と滝、中

世地区には大きな洲
す

浜
はま

、枯
かれ

山
さん

水
すい

、露
ろ

地
じ

を造る。近世地区は「心
しん

字
じ

池
いけ

」を中心とし、その

向こうに芝山を築き、現代地区には「鯉
こい

池
いけ

」のほか、蓮
はす

池
いけ

、菖
しょう

蒲
ぶ

田
た

などがある。作庭に

あたっては、博覧会のテーマのほかに、伝統的な技術及び当時の最新技術の提示、画期

的な広さによる多くの来園者への憩いの提供などが意図された。日本万国博覧会記念公

園日本庭園は、広大な敷地に上代から現代までの日本庭園の歴史と調和を表現しており、

造園文化の発展に寄与した意義深い事例である。 
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重要文化的景観の選定等 
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《重要文化的景観の新選定》 １件 

１ 大谷
お お や

の奇
き

岩群
がんぐん

と採石
さいせき

産 業
さんぎょう

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

【栃木県宇都宮市
う つ の み や し

】 

宇都宮市大谷地域は、関東平野北端部に位置し、大谷
お お や

石
いし

と呼ばれる、柔らかく加工しや

すい凝灰岩の産地である。地域中央部には、凝灰岩から成る丘陵が広がり、ここを姿川が

南流して穿ち、両岸に奇岩群を生み出す。 

近世には、小規模な氾濫原での耕作を主とした農村であったが生産性が低く、農家の副

業として採石が始まった。近代には山主を兼ねた問屋が石工と技術を取り入れ、石工町を

発展させながら、東京方面に販路を拡げた。戦後は機械化により昭和４０年代に最盛期を

迎えた後、出荷量が急減したが現在も採石が続く。近代以降は奇岩群等が人を呼び、行楽

地としても賑わう。 

侵食や採石等により形成された奇岩群、稼働中の採石場と観光活用が進むその跡地、近

代に運搬・行楽に用いられた軌道跡を引き継ぐ道、農家の形式を残しつつ装飾が彫り込ま

れた石蔵を表に構える採石業者の屋敷地、磨崖仏や山ノ神を祀る寺社等、大谷石による自

然・人工の要素が特徴を伝える。 

当該文化的景観は、北関東内陸部の農村が、近世に農家の副業として始められた採石を

近代以降に地場産業とし、奇岩群等を信仰・観光の対象としながら、発展してきたことを

伝え、貴重である。 
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